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１） 事業所名 株式会社　昭和電設工業

　　代表者氏名 代表取締役　中村　琢哉

２）　所在地 本　　　社　　　  〒849-0101  佐賀県三養基郡みやき町大字原古賀6676番地5

簑原倉庫  〒849-0102  佐賀県三養基郡みやき町大字簑原字下川原3030番1

３）　環境管理責任者 氏　名    中村　忠昭

　　　担当者 氏　名    永渕　美由紀

　　　連絡先 ＴＥＬ　 0942-94-3777

ＦＡＸ 　 0942-94-4925

Ｅメールアドレス　　 showa-s@showadensetsu.com

４）　事業の内容 電気工事業、管工事業

　・電気工事業　　 佐賀県県知事許可（特-1）　第 7861 号

  ・管工事業　　　　　 佐賀県県知事許可（般-1）　第 7861 号

５）　事業の規模 総売上額　： 246百万円 （2022年度）

（従業員数） （延床面積）

本　　　社　： 8人 240ｍ²

簑原倉庫　： 無人 222.71ｍ²

６）　事業年度 7月～翌年6月

  認証・登録の対象範囲

１)　事業活動 電気工事業、管工事業

２)　対象事業所 本社、簑原倉庫

1.組織の概要
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全従業員

部門長

・３か月に１回開催し、環境目標及び環境活動計画の実施状況を審議する。

・環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの
　作成・維持・集計・管理を行う
・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・環境方針、環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する
・環境目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
・自部門に関連する法規制等を順守する
・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
・自部門の教育・訓練を実施する

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

環境管理責任者

簑原倉庫

取り組み内容

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
・経営における課題とチャンスを明確にする
・環境方針を作成、従業員に周知する。
・環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する 。

・ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、
　環境目標、環境活動計画を作成する。
・３か月に１回、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を
　確認・評価する。
・上記の結果を代表者に報告する。

環境委員会

ＥＡ２１事務局

環境委員会

2.実施体制

所　属

代表取締役

◎役割分担表

代表取締役

中村琢哉

ＥＡ21事務局

環境管理責任者

中村忠昭

総務部 工事部
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３．環境経営方針

２．関係する環境関連法規等を遵守します。

④事務用品のグリーン購入・調達の推進
⑤環境に配慮した施工の心掛け、省エネ施工の推進

株式会社昭和電設工業は、電気工事業と管工事業の事業活動を通じて、
地球環境の保全と汚染の予防を理念とし、環境問題の取組を推進し、
地球にやさしい活動をするとともに、環境経営の継続的改善に努めます。

１．次の事項を重点項目として取り組みます。

①電力使用及び車両等で使用する燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減
②リサイクル推進を活発化し、一般廃棄物排出量と産業廃棄物排出量の削減
③節水に努め、水使用量の削減

制定日 平成29年11月27日
改訂日 令和３年7月1日

株式会社 昭和電設工業
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基準年 目標

2020年度 2022年度 2023年度 2024年度

（ 2％削減） （ 3％削減） （ 4％削減）

2020年7月～
2021年6月

2022年7月～
   2023年6月

2023年7月～
   2024年6月

2024年7月～
   2025年6月

全社 ㎏-CO₂ 24, 906 24, 408 24, 159 23, 910

① 電気使用量の削減 本社 kWh 11, 623 11, 391 11, 274 11, 158

倉庫 kWh 962 943 933 924

②ガソ リ ン使用量の削減 本社 ℓ 7, 279. 4 7, 134 7, 061 6, 988

現場 ℓ 0 0 0

③軽油使用量の削減 現場 ℓ 771. 2 756 748 740

２ ． 廃棄物排出量の削減

①一般廃棄物の削減
　 　 　 （ 焼却量）

本社 kg 11. 6 11 11 11

②産業廃棄物リ サイ ク ル率
向上

現場 ％ 100 100 100 100

本社 ㎥ 22. 4 22. 0 22. 0 22. 0

本社 品目 10 10 10 10

現場 調達率 100 100 100 100

全社 件 10 10 10 10

※購入電力の二酸化炭素調整後排出係数は、0.479㎏-CO₂/kWｈ（九州電力㈱2020年度）を使用した

５ ． 省エネ施工の推進

４ ． グリ ーン購入の推進

４．環境経営目標

１ ． 二酸化炭素排出量の削減

環境経営目標
サイ ト
区分

単位

３ ． 水使用量の削減
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対象期間：2022.7月～2023.6月

1 エアコ ン設定温度を決め実践する 永渕

2 不要な照明の消灯 永渕

1 不要な照明の消灯 松田

2

1 最短距離での移動 永渕

2 給油時のタ イ ヤ空気点検

1 最短距離での移動 松田

2 給油時のタ イ ヤ空気点検

1 事務処理の電子化推進 永渕

2 裏紙使用、 ペーパーレス化 永渕

1 産廃業者と 契約 松田

2 ごみ分別 松田

1 節水活動の継続 永渕

2 設備見直し 中村

４ ． 電設・ 電材のグリ ーン調達の調整

1 グリ ーン購入の推進 事務所 中村 1 コ ピー用紙購入の継続 中村

1 月一回の会議

2

担当者

５．環境経営計画　（2022年度）

１ ． 二酸化炭素排出量の削減

取組目標
サイ ト
区分

責任者 達成手段

1 電気使用量の削減

事務所 永渕

倉庫 松田

担当者

2 ガソ リ ン使用量の削減 事務所 永渕

3 軽油使用量の削減 現場 松田

２ ． 廃棄物排出量

取組目標
サイ ト
区分

責任者 達成手段

担当者

1
一般廃棄物排出量の削減
　 　 （ 焼却量）

事務所 永渕

2 産業廃棄物のリ サイ ク ル率向上 現場 松田

３ ． 水使用量の削減

取組目標
サイ ト
区分

責任者 達成手段

担当者

達成手段 担当者

1 水使用量の削減 事務所 永渕

取組目標
サイ ト
区分

責任者

５ ． 省エネ施工の推進

取組目標
サイ ト
区分

責任者 達成手段

1 省エネ施工の推進 事務所 中村 中村
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対象期間：2023.7月～2024.6月

1 エアコ ン設定温度を決め実践する 永渕

2 不要な照明の消灯 永渕

1 不要な照明の消灯 松田

2

1 最短距離での移動 永渕

2 給油時のタ イ ヤ空気点検

1 最短距離での移動 松田

2 給油時のタ イ ヤ空気点検

1 事務処理の電子化推進 永渕

2 裏紙使用、 ペーパーレス化 永渕

1 産廃業者と 契約 松田

2 ごみ分別 松田

1 節水活動の継続 永渕

2 設備見直し 中村

４ ． 電設・ 電材のグリ ーン調達の調整

1 グリ ーン購入の推進 事務所 中村 1 コ ピー用紙購入の継続 中村

1 月一回の会議

2

５．環境経営計画　（2023年度）

１ ． 二酸化炭素排出量の削減

取組目標
サイ ト
区分

責任者 達成手段 担当者

1 電気使用量の削減

事務所 永渕

倉庫 松田

担当者

2 ガソ リ ン使用量の削減 事務所 永渕

3 軽油使用量の削減 現場 松田

２ ． 廃棄物排出量

取組目標
サイ ト
区分

責任者 達成手段

担当者

1
一般廃棄物排出量の削減
　 　 （ 焼却量）

事務所 永渕

2 産業廃棄物のリ サイ ク ル率向上 現場 松田

３ ． 水使用量の削減

取組目標
サイ ト
区分

責任者 達成手段

1 水使用量の削減 事務所 永渕

取組目標
サイ ト
区分

責任者 達成手段 担当者

５ ． 省エネ施工の推進

取組目標
サイ ト
区分

責任者 達成手段 担当者

1 省エネ施工の推進 事務所 中村 中村
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6.環境経営目標の実績　（2022年度）

対象期間：2022年7月～2023年6月

１．二酸化炭素排出量の削減

環境目標 単位 目標 実績 達成率(%) 結果の評価

①電気使用量削減 ㎏-CO₂ 24,159 23,146 104
　　　　本　　社 kWh 11,274 11,928 94
　　　　簑原倉庫 kWh 933 1,184 73

②ガソリン使用量削減 ℓ 7,061 7,035 100
・遠方の現場への移動が少なかった。引き続き
エコドライブを心がけるよう周知徹底する。

③軽油使用量削減 ℓ 748 211 172
・作業車両の使用が減ったことに伴い使用量も
大幅に減少した。今後もエコドライブを心がけ
るよう周知徹底する。

２．廃棄物排出量の削減及び、リサイクル率

環境目標 単位 目標 実績 達成率(%) 結果の評価

①一般廃棄物排出量の削減

（焼却量）

②産業廃棄物のリサイクル率向上

環境目標 単位 目標 実績 達成率(%) 結果の評価

３．水使用量の削減 m³ 22 14 135 ・継続して節水に努める。

４．グリーン購入の推進 品目数 10 12 120 ・引き続きグリーン購入に努める。

５．省エネ施工の推進 件 10 11 110 ・積極的に省エネ施工推進に努める。

（備考）

⑴購入電力の二酸化炭素排出係数：0.479kg-CO₂/kWh（九州電力㈱ 2020年度調整後排出係数）
⑵削減目標の達成率は、【（（目標値-実績値）/目標値）+1】☓100（％）で算出しました。

・継続して排出量削減に努める。

・業者との契約を適切に行う

・今後も継続して節電など積極的に取り組む。

㎏ 11 16 54

％ 100100100
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1.二酸化炭素排出量の削減

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

エアコンの温度設定 〇 ✕ ✕ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

不要な照明の消灯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

効率的なルート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○

タイヤ空気圧点検 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

効率的なルート ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タイヤ空気圧点検 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

一般 紙使用の削減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産廃 業者へ依頼 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実施状況の判定 〇：実行されている ×：実行されていない

7.環境経営計画の取組結果と評価、及び次年度の取組み内容（2022年度）

紙使用の削減

業者へ依頼

次年度の
取組内容

3.水使用量削減

項　　目

項　　目

2.廃棄物排出量削減

ガソリン

軽油

項　　目

電気

事務所整理の為、紙
類の排出量が多かっ
た。

実施状況

作業車の利用が少な
く、使用量を削減で
きた。

1年間の評価

継続

次年度の
取組内容

継続

次年度の
取組内容

継続
照明器具等の要請

5.省エネ施工の推進

項　　目

コピー用紙の購入

4.グリーン購入推進

項　　目

節水をする

1年間の評価
実施状況

照明器具は、全品
LED照明器具を取
付。需要も高く今後
も継続していく。

タイヤ空気圧点検

次年度の
取組内容

実施状況 次年度の
取組内容

エアコンの温度設定

不要な照明の消灯

断熱対策

1年間の評価

夏季・冬季のエアコ
ン使用が多く、断熱
対策を検討する必要
がある。

前年度に比べ遠方の
現場が少なく、ガソ
リンの使用量削減に
つながった。

効率的なルート

タイヤ空気圧点検

効率的なルート

1年間の評価
実施状況

1年間の評価
実施状況

人員減少により使用
量も減少した。設備
の見直しは必要。

継続できていた
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社員全員で取り組みを継続的に行うことができている。
法規制の遵守状況も問題は見られず、今年度も外部からの苦情は発生していない。
環境経営システムは有効に機能している。

会社全体での取組みは継続出来ている。

老朽化に伴う本社移転計画中であり、環境に配慮した設備を検討し活動を進めていきたい。

実施体制については現状のままとする。

特定家電用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

◎廃棄の際、家電リサイクル法に基づき適切な処理

9．代表者による全体評価と見直しの結果

➣2023年１２月に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。

　また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

≪代表者による見直し≫

≪代表者による評価≫

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する
法律
（フロン排出抑制法）

◎簡易点検（3ケ月に1回以上）、フロン類漏えいの発見時、
　漏えい個所の特定及び修理の履歴を記録
◎年間のフロン漏えいが基準値を超えた場合の国への報告

８.環境関連法規等の遵守状況の結果

使用済自動車の再資源化等に関する法律
（自動車リサイクル法）

◎使用自動車の引渡義務

適用される法規等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃掃法）

適用される事項（施設・物質・活動等）

◎一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
◎マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

◎当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。
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